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1 J男貞寺中国の新しい増減簿記法の構成分析 ・ ・ ・高
部門連関パラ γスの諸形態と
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る。 R.Njkulitch， .QU1: 100，000 Biggcst Fanlls-Their Relative PO則 tionin American 
AgIIculture". Agncultural Economic Retort， No. 49， Feb. 1964， pp. 1-28 



























5) 拙稿j 向上.52ベ ジ，註帥参照。地域別分類より農場の型別分類の方が農業の集約度を正確
に表現できるが，この資料では，農場数以外の指標j品、ずれも農場の型別に分類できなし、。
6) 1929年には J 農産物10万ドル以上販売農場は， 1008しか存在していなし、。しかし， 1959年にお
ける農民空軍価格10万ドルは， 1929年当時のおよそ6万ドルに該当するので， 1929年に6万ドノレ
以上販売する農場を巨大農場とすると， 2，420差是場になる。 (Spec.Rpt.， Part 7， p.10参照)。



























¥ 農場数'" *" 盆¥血明|実 数|構成比
地域¥¥l総農場|巨駄大農醐場医玉王「匝E犬鳩農場
合 衆 同!ス貯7，附百叶l'削9，979川1 1加削β | 叩100.0
j柑U東北部 I 2，5日47 I 1，1叩口ω9 I 6.8 I 5.6 
1 剖中西部 I14，5印98 I 4，口013 I 3剖94 I 20. 
南 部 116耽叩，
困山 地 1，48但1 I 2，3釦日6 I 4口 1日15
部剖| 犬平洋岸，)I 1，93お3 I 6，2幻司7 I 5.2 3却"7















7) その檀も農場数の減少は著しし 1967年には317.6万農場に減少してし唱。 NationalAdvisory 
COllullission on Foodιnd Fルe.r.Foorl anrl Fiuer fur the F1叫句作.1967， p.155， Table 2-D， 
産業計画会議訳 「将来の食糧と農業ーアメリカ農業の基本対策に関する提言ー」昭和42年， 164
ベー タ， 2-D表参問。







以上 (27%--5， 339農場)がこの州に集中している。 これにテキサス (lO~ゐ)， フ






農場数1 実 数|構成比 綿花農場 (15
農場岬¥¥¥|訪山 1巨大農場|農場総数|匡大農場 悦)がこれに
総 数ね) Iμ，160百 |ω79I削 r，I肌伊 続いている。
喜劇商業穀作 3叩|1m| 1“| 59 3~5位は家
昔通作 2，116 1 93118.814.7 禽(叩%)，牧
綿
商 タ ノ、 1，901 68 
業
野 莱 219 1，049 
作 果 物 614 1，693 
物 その他の畑作 383 888 
種々のもの 372 1，270 
畜 事 禽 1，033 2，000 
酪 農 4，283 1，755 
向 畜 6，169 4，171 
産 牧 畜 672 1，985 






























現代アメリカ農業における巨大農場経営 (203) 49 
しかし，商業的農場総数の百分比と比較すると，趣きを異にする。農場数が比
較的少ない野菜(商業的農場総数のQ.90/0)， 果物 (2.50/0)， その他の畑作 (1.60/0)， 
種々のもの (1.50/0)の凶つの高度に集約的な商業作物の農場は，農場総数のわ



















































































¥¥雇用者j賃労働者| 常 雇 1 ;;;霊場平均雇用
地域¥¥|噌場i詰農 1B/A 1総書場|星計 1D/C 1重労動車ち常
合衆国 115，8岨 1 3，0担 1191'1加 31 1，叫 dい52 9t 
北|東北部 1 1，3951 1981 11.2 1 8851 1461 16.51117.9 1 13.2 
部|中西部 1 2，936 1 247 1 8.4 1 1，486 1 188 1 12.66.2 1 4.7 
南 判明51 山 31 15.3 1 3，醐 1 7221 23.8いD.8 1 1.5 
西|山地 9511 294 1 30.9 1 487 1 181 1 37.2 1 12.7 1 7.9 
部|太平洋岸 1 1，799 1 844 1 46.8 1 970 1 556 1 57.3 1 13.8 1 9.1 






















る。州別では，大プラ γテーションの存在するミ γγ ヅヒー州が断然多く，賃

















州別では，アリゾナチト|が75%と支出額の4分の 3を占め， カリフォノレニア， プ
10) 雇用者を10人以上使用するグラス I農場のー農場平均雇用者数はp アリゾナ州では賃労働者が
50人z 常雇が32人， ミシジッピー 州では40人と20人 フロリダ州では"人と32人.カリフォルニ
ア州では33人1c27人である (1959CetωUS， pp 田8-267重量照)。
11) 1964年農業セソサスでは農場数が酔少したにもかかわらず賃金支出額は27.96億ドルへ約7%






ム同 衆 国 I26，町| 707 I 39，490 
北 l東北部 1
部中西部 5，189 712 I 13.7 355 I 17，マ53
南 部|
西|山地|
部太平洋岸 6，156 3，160 I 51.3 3，184 I 51，580 



























当ち年間 (5カ月分)675ドル左して計揮する (1050Ce間山 p.312， p. 316参野り。































所有してし句。農業機械の所有台 ¥トラクタ I 












北東北部 3，742 I 53 I 1.4 
部中西部 24，665 . I 198 I 札8
南部|叫80 I 拙 I3.4 
酉|山地 2，589 I 138 I 5.3 
部 1:太平洋最 2.672 I 364 I 13.6 
1959年セγサス， p. 216， Spec. Rpt.， Part 7， 
pp. 22-28 
白)ガ デγ トラクター はのぞく
機械所有台数が多いばかりでなく，機械一台当世の使用面積でもはるかに広い。
たとえば， トラクター一台当りの収穫面積は，商業的農場の平均が75エーカ





¥ 機械 I . 
¥¥ 12グタ|革物自動i自動車!プパイ 137Z二|草草刈取
地域¥，1 I~ l' I~" 1 
合衆国 16T15r i2F11F|lfl1f 
北|東北部 4.8 5.7 2.4 1.2 1.5 1.6 
部|中西部 4.9 35 2.1 '1.4 1.5 1.2 
南部 1 ~ 1 u I 2.5 1 W 1 1.3 1 L6 
西|山地 6.0 5.3 2.5 1.7 1.1 1.4 
部|太平洋岸 5.9 5.7 2.6 2五 1.6 1.6 
Spec. Rpt.， Part 7， pp. 22-28 
(1)ガー デンー トラグター は除〈。













第9表 巨大農場における燃料支出額の集積集中(単位 10万ドノレ) ずるよりも集
¥¥支出額1 燃料支出額 | 農場平均支出額 積度は著しい
地域¥|総書場|匡菅場[B/A[総農場|巨大農場 (向。こ
I <""' • I ， '"< I 判 ドル 1 ドル の集積度の相合衆国 I1民544 I 1.161 I 7.5 I 419 I 5，剖9
I""_H，..-I LLI 違は地域別に北|東北部 1，009 I 56 I 5.5 I 396 日目
部|中西部 7，535 I 143 I 1.9 I 516 3，564 比較するとー
南 部[ 4，494392 [8.7[ 273 [ 6制 層明白である。
西|山 地 1，202 I 155 I 12.9 I 8日 6，707 集約的な太平
部|太平洋岸 1，251 I 378 I 30.2 I 647 6，164 一一| .1-."'-'.1- .v 山宮 洋岸諸州の巨
1959年センサス.p. 353， Spec. Rpt.. Part 7， pp. 22-28より作成。
14) Spec. Rpt.. Part 7， p. 10 

































17) 蝉が首作業とはトラグタ一作業 (tractorhire)，耕軒 (plowing) 繰綿 (cottoηginnmg)
飼料サイロ詰め (silofilling)，各種噴霧作業 (spraying)，果実の摘取り (fruit picking)な
ど機械による農作業を仇人に請負わすと止であり 作業回受記者側が機械を所有し経営者(~
委託著)の齢頼によって，自分自身ないしは他人を雇用して委託者の農場の機械作業を行うこと













1959年セソサス.p. 350， Spec. Rpt" Part 7， pp. 22-28より押成。
7 I 2." 
55 I 2.4 
433 I 12.1 
161 I 24.5 























































下¥使用量| 肥料使用量 l 農場平均使用量|碍話一当り平
地域¥¥|総伊|巨官場|山1総農場。|巨大農場|五点可五五場
剛 トン l トソ l ポゾド l ポソド
合衆国 1 19，802 1 2，024 1 10.2 1 8.3 1 142 297 489 
北|東北部 1，648 1 102 1 6.2 1 9.8 1 1胡 489 877 
部|中西部 6，866 1 149 1 2.27.5 1 52 204 249 
南部 I 9.113 I 851I 9.0 I7.9 I 181 407 56弓
酉|山地!日51 134 1 26.1川町 98 l' 205 320 
部 1太平洋岸 1，471 1 616 1 .41川 16.1 1 136 316 叫
1959主センサス pp. 328ー29.SpeιRpt.. Part 7， pp. 22-2.!3より作成。
(1)ただし.肥料慣用農場および肥料使用面積の平均。



































合衆国 1 30，493 1 4，983 116.::1 8，2i8 1 249必
北|東北部 2，292 1 231 1 1仏11 8，998 1 208，213 
部|中西部 1 13ιn 1 856 1 6.6 1 8，901 1 213，277 
南部|附4 1 1，385 115.61 5，398 1叫 609
西|山地 2，356 1 670 1 28.4 1 15，803 1 290，590 
部|太平洋岸 3，803 1 1，721 1 45.3 1 19，662 1 2岨，959




























100万 Vル以上 408 7 170 
50-100万 800 6 75 
20-50万 4，570 16 35 
10-20万 14，2口1 21 15 
巨大農場総数 19，979¥ 50 25 
R. Nikolitc】1.， op. c#.， p.4， Table 2 より。





18) R. Nikolitch， op. cit. p. 4， Table 2 地域別には推計されていないので 地域別比較は不可
詣である。

























6年後の1965年には42%と10%も増大している l(National Advisory Commission on Food 
and Fiber， op. cit. pp. 188-189，産業計画会議.前掲訳， 198ペー ジ参照)。
20) 1959 Ct町田 p.978， Spec. Rpt.， Part 7， pp. 29-42審問。
21) 1959 C伽 SUS，p. 979， Spec. Rpt.， Part 7. pp. 29-42参照。















現代アメリカ農業における巨大農場経首 (219) 65 
る指標で著しい集積・集中を示していることである。とくに，賃労働の 2つの
指標の集積度は，いずれの地域でも他のどの指標よりも高し巨大農場が大量























2) 巨大農場のー 農場平均土地面積は，山地諸州が18目299=ーカ であるのに対し』中西部は2，886
エー カー と前者の6分1にすぎず， 集約的な太平洋芦若者州の3，02~エーカーよりも小さい (Spel:
Rpt.， Part .7， pp. 15-21より計算)。













り低し 中西部の農場平均よりも粗放的である。 つまり， 集約的な太平洋岸
諸州における巨大農場の集約化は，そこでの農場平均よりも進んでいるが，粗
放的な中西部のそれは，農場平均よりもきちに粗放的であり，両地域の巨大農
場を栢互に比較すると，平均的農場どうしよりも一層格差のはげしいことがわ
かる。
以上のように，前摘で実証できたアメリカ農業の資本主義的発展の傾向Jは，
この巨大農場の分析をつうじてより ー層明瞭になった。合衆国全体に約2方あ
る資本主義的巨大農場ほ，賃労働の28~30%，機械の 3~15%，肥料の10%壱
集積し，農産物の16%を生産している。この巨大農場は不断に集積・集中を強
めて小経営壱駆逐し，資本主義的な農業発展の道を歩んでおり，アメリカ農業
における支配的な地位をますます強固なものにしている。
